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平
成
23
年
度
村
政
懇
談
会

懇
談
会
概
要
▼
▼
▼

問
い
合
わ
せ
▼
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線
１
２
７
２
）

　

住
民
主
体
の
村
政
を
目
指
し
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
村
政
懇
談
会
―
―
今
年
度

は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
開
始
予
定
の
可

燃
ご
み
処
理
と
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

懇
談
し
た
ほ
か
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
村
内
の
被
害
や

復
旧
状
況
と

今
後
に
つ
い

て
、
村
長
は

じ
め
村
執
行

部
と
住
民
と

で
懇
談
し
ま

し
た
。

７月６日／真崎コミュニティセンター

真崎地区

●真崎区、舟石川３区、原子力機構荒谷台区●
参加者数	 １０６人

７月８日／石神コミュニティセンター

石神地区

●外宿１区、外宿２区、内宿１区、内宿２区、竹
瓦区●
参加者数	 ７５人

７月７日／村松コミュニティセンター

村松地区

●宿区、照沼区、川根区、原子力機構箕輪区●
参加者数	 １３６人

７月13日／舟石川コミュニティセンター

舟石川･船場地区

●船場区、舟石川１区、舟石川２区●
参加者数	 ９０人

７月14日／中丸コミュニティセンター

中丸地区

●押延区、須和間区、舟石川中丸区、原子力機構長
堀区、緑ヶ丘区、南台区、フローレスタ須和間区●
参加者数	 １２５人

７月15日／白方コミュニティセンター

白方地区

●白方区、豊岡区、岡区、百塚区、亀下区、原子
力機構百塚区、豊白区、村松北区●
参加者数	 ９４人

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

今
後
に
生
か
す
た
め
に
…
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懇
談
内
容
▼
▼
▼

▼
▼
▼
可
燃
ご
み
処
理
▼
▼
▼

【
直
接
搬
入
者
へ
の
対
応
】

●
舟
石
川
１
区
住
民
ほ
か	

班
に
入
り

た
く
て
も
入
れ
な
い
人
や
集
積
所
の
場

所
が
確
保
で
き
ず
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ひ

た
ち
な
か
市
へ
搬
入
す
る
と
な
る
と
遠

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	

自
治
会
に
加
入

し
、
５
世
帯
の
編
成
が
で
き
れ
ば
集
積

所
を
設
置
で
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

設
置
場
所
が
な
い
と
い
う
場
合
は
、
自

治
会
長
を
経
由
し
て
い
た
だ
き
、
自
治

会
長
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
設
置
場
所
が

決
ま
る
ま
で
の
間
、
東
海
村
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
暫
定
的
に
集
積
所
を

作
る
こ
と
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
長	

集
積
所
の
設
置
場
所
の
問
題

は
、
今
後
村
で
も
考
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
運
用
費
用
の
割
合
】

●
照
沼
区
住
民	

運
用
費
用
は
15
パ
ー

セ
ン
ト
が
均
等
割
り
で
、
残
り
の
85
パ
ー

セ
ン
ト
が
ご
み
の
焼
却
量
に
応
じ
て
と
あ

り
ま
す
が
、
人
口
が
少
な
い
東
海
村
に
は

不
利
益
な
気
が
し
ま
す
。
15
パ
ー
セ
ン
ト

の
算
出
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
経
済
環
境
部
長	

15
パ
ー
セ
ン
ト
は

ひ
た
ち
な
か
市
と
共
同
で
運
営
し
て
い

る
常
陸
海
浜
広
域
斎
場
に
係
る
経
費
の

負
担
割
合
を
根
拠
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

▼
▼
▼
消
防･

救
急
業
務
▼
▼
▼

【
救
急
隊
の
到
着
時
間
】

●
照
沼
区
住
民
ほ
か	

本
部
が
ひ
た
ち

な
か
市
に
移
動
す
る
こ
と
で
救
急
車
の

到
着
が
遅
れ
な
い
か
心
配
で
す
。

■
消
防
長	

現
在
は
１
１
９
番
を
す
る

と
村
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
、
本
部
で

住
所
や
名
前
を
聞
い
て
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
す
る
こ
と
で
所
在
地
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
が
消
防
本
部
に

な
り
ま
す
と
、
通
報
を
受
け
る
と
発
信

地
地
図
表
示
装
置
で
自
動
的
に
画
面
に

地
図
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

全
署
同
時
に
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
時

間
は
短
縮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

救
急
車
両
は
従
来
ど
お
り
東
海
村
の
消

防
署
か
ら
出
動
し
ま
す
の
で
、
到
着
が

遅
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
▼
▼
広
域
化
に
つ
い
て
▼
▼
▼

【
合
併
へ
の
危
惧
】

●
舟
石
川
１
区
住
民	

こ
の
広
域
化
が

合
併
の
前
触
れ
で
は
な
い
か
と
危き

ぐ惧
し

て
い
ま
す
。

■
村
長	

合
併
の
前
提
と
い
う
こ
と
は

ま
っ
た
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在

村
の
ご
み
の
焼
却
量
は
１
日
30
ト
ン
前

後
で
す
が
、
今
後
新
し
く
炉
を
建
設
す

る
場
合
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
等
か

ら
１
０
０
ト
ン
以
上
の
焼
却
炉
で
な
い

と
国
か
ら
認
可
が
下
り
ま
せ
ん
。
費
用

だ
け
で
な
く
立
地
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
今
回
は
東
海
村
が
36
ト
ン
、
ひ
た

ち
な
か
市
が
１
８
４
ト
ン
の
持
ち
分
と

し
て
お
り
、低
額
な
負
担
で
済
み
ま
す
。

将
来
的
に
考
え
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。
消
防
業
務
は
、
現
在
、
県

で
通
信
指
令
を
一
本
化
す
る
動
き
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
こ
ち
ら

の
人
員
や
体
制
も
す
べ
て
県
で
決
定
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
、
単
独
で
対

抗
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
し
、

原
子
力
施
設
や
茨
城
港（
常
陸
那
珂
港

区
）そ
し
て
災
害
へ
の
対
応
を
考
え
る

と
体
制
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
理
や
状
況
の
分
か
る
ひ
た
ち

な
か
市
で
あ
れ
ば
、
き
め
細
や
か
な
体

制
を
取
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

ひ
た
ち
な
か
市
と
手
を
結
び
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月（
予
定
）か
ら
、
ひ
た

ち
な
か
市
と
共
同
で
可
燃
ご
み
の
処
理

と
消
防･

救
急
業
務
を
行
う
こ
と
で
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
や
よ
り
質
の
高

い
専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
可
燃
ご
み
処
理

　

主
な
変
更
点
は
、
可
燃
ご
み
を
直
接

搬
入
す
る
場
合
の
搬
入
場
所
と
手
数
料

で
す
。

　

搬
入
場
所
は（
仮
称
）ひ
た
ち
な
か･

東

海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
処
理
手
数
料（
家
庭
系
）は
１

回
50
㎏
ま
で
無
料
、
50
㎏
を
超
え
60
㎏

ま
で
は
３
０
０
円
、
そ
れ
以
上
は
10
㎏

に
つ
き
50
円
が
加
算
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
消
防･

救
急
業
務

　

広
域
化
に
よ
り
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
▼
効
率
的
な
人
員
配
置
▼
消
防
体

制
の
基
盤
強
化
▼
消
防･

救
急
技
術
の

高
度
化
―
―
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
７
月
10
日
発
行
の「
広
報
と

う
か
い
」２
～
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

主
な
内
容
▼
▼
▼

可
燃
ご
み
処
理
と
消

防
の
広
域
化
に
つ
い
て

（仮称）ひたちなか・東海クリーンセンター

完成イメージ図
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▼
被
害
総
額　

約
７
・
２
億
円

▼
被
害
概
要　

村
道
１
３
８
６
路
線
中

２
５
０
路
線
に
被
害

▼
主
な
被
害　

道
路
の
沈
下
や
段
差
の

発
生
等

▼
復
旧
状
況　

幹
線
道
路
、
生
活
道
路

と
も
仮
復
旧
工
事
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
本
復
旧
工
事
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

村
内
の
道
路
▼
▼
▼

▼
被
害
総
額	

約
13
億
円

▼
被
害
概
要	

公
共
下
水
道
汚
水
管
の

管
路
延
長
24
万
３
６
６
１
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
８
９
０
０
メ
ー
ト
ル
に
被
害

▼
主
な
被
害	

液
状
化
に
よ
る
マ
ン

ホ
ー
ル
の
浮
上
、
管
の
隆
起
や
沈
下

（
83
か
所
）

▼
復
旧
状
況　

管
の
閉へ

い
そ
く塞

等
に
よ
り
流

れ
が
遮
断
さ
れ
る
場
所
は
、
ポ
ン
プ

に
よ
る
仮
排
水
や
定
期
的
な
く
み
取

役
場
庁
舎

▼
主
な
被
害	

配
管
類
の

損
傷
、
天
井

の
崩
落
等

▼
復
旧
状
況	

危
険
箇
所

は
立
ち
入

り
を
禁
止
し
、
必
要
最
低
限
の
復
旧

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

合
同
庁
舎

▼
主
な
被
害	

１
号
館
の
柱･

梁は
り･

壁
に

ひ
び
割
れ
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
等

▼
復
旧
状
況	

１
号
館
は
解
体
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
※
２
～
４
号
館
は
必
要

村
内
の
下
水
道
▼
▼
▼

村
内
の
農
用
施
設･

農
地
▼
▼
▼

▼
被
害
総
額	

約
８
０
０
０
万
円

▼
主
な
被
害	

取
水
場
か
ら
浄
水
場
に

至
る
導
水
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水
、

浄
水
場
か
ら
家
庭
へ
水
を
送
る
配
水

管（
約
２
１
０
か
所
）の
破
損

▼
復
旧
状
況	

３
月
31
日
ま
で
に
約

２
０
０
か
所（
95
パ
ー
セ
ン
ト
）の
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、

道
路
工
事
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
箇

所
の
復
旧
工
事
や
浄
水
場･

導
水
管

の
耐
震
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

村
内
の
水
道
▼
▼
▼

村
内
の
公
共
施
設
▼
▼
▼

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
管
の
埋
設

箇
所
で
発
生
し
て
い
る
路
面
の
沈
下

や
隆
起
は
仮
舗
装
等
を
行
い
、今
後
、

復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

※
被
害
が
大
き
く
、
立
ち
入
り
を
制
限
し

て
い
る
施
設
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

被
害
と

復
旧
状
況
▼
▼
▼

▼
被
害
概
要	

村
内
３
７
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
２
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
稲

の
作
付
け
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。

▼
主
な
被
害	

機
場
や
用
水
池
の
損

傷
、
農
用
施
設
の
損
壊
、
農
地
の
液

状
化
や
津
波
に
よ
る
塩
害

▼
復
旧
状
況	

農
用
施
設
の
修
繕
を
進

め
る
と
と
も
に
、
農
地
の
土
地
改
良

を
行
い
、
来
年
度
の
作
付
け
に
影
響

が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

●
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

▼
発
生
日	

３
月
11
日（
金
）

▼
発
生
時
間	

午
後
２
時
46
分
ご
ろ

▼
震
源
地	

三
陸
沖（
牡
鹿
半
島
の
東

南
東
１
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
）

▼
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド	

９
・
０

▼
震
源
の
深
さ	

約
24
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

▼
最
大
震
度	

震
度
７（
宮
城
県
栗
原
市
）

●
東
海
村
の
被
害
概
要

▼
震
度	

震
度
６
弱

▼
津
波	

５・４
メ
ー
ト
ル（
推
定
）

▼
死
者	

４
人（
東
京
電
力
株
式
会
社
常

陸
那
珂
火
力
発
電
所
関
係
者
）

▼
り
災
状
況（
住
家
）	

全
壊
14
棟
、
大

規
模
半
壊
30
棟
、
半
壊
91
棟
、
一
部

損
壊
２
７
８
４
棟（
７
月
１
日
現
在
）

▼
避
難
者
数	

最
大
３
５
１
４
人（
避

難
所
数
15
か
所
）

避
難
勧
告
32
世
帯

（
が
け
崩
れ
）

▼
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン	

停
電（
３
月
14
日
村
内
全
域
通
電
）、
断

水（
３
月
23
日
村
内
全
域
復
旧
）、
幹
線

道
路
被
害（
３
月
16
日
仮
復
旧
完
了
）

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
影
響
の
測
定
▼
▼
▼

県
設
置
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

▼
測
定
箇
所	

石
神
、
豊
岡
、
舟
石
川
、

押
延
、
村
松
、
三
菱
原
子
燃
料
株
式

会
社（
舟
石
川
）、
原
子
燃
料
工
業
株
式

会
社（
村
松
）で
随
時
測
定

▼
測
定
結
果	

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
行
政
無
線
、
役
場
正
面
入
り
口

（
放
射
線
表
示
装
置
）、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

校
庭･

園
庭
の
測
定

▼
測
定
場
所	

村
立
小
中
学
校
、
村
立

幼
稚
園･

保
育
所

▼
測
定
回
数	

毎
月
２
回
実
施

▼
測
定
結
果	

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

水
の
測
定

▼
水
道
水	

県
で
水
道
水
質
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
プ
ー
ル	

学
校
は
６
月
16
日
、
東
海

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
は
６
月
21
日
に

測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

舟
石
川
幼
稚
園
は
園
舎

の
一
部
を
９
月
中
を
目
標
に
耐
震
化
、

宿
幼
稚
園
と
須
和
間
幼
稚
園
、
耐
震

化
が
必
要
な
石
神
幼
稚
園
は
今
年

度
中
に
損
傷
状
況
を
含
め
て
調
査
の

上
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

小
学
校

▼
主
な
被
害	

照
沼
小
学
校
…
校
舎
の

傾
斜
、
内
壁
の
は
く
離
等　

※
そ
の

他
の
小
学
校
は
耐
震
上
問
題
と
な
る

大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

照
沼
小
学
校
は
校
舎
の

解
体
を
含
め
今
年
度
か
ら
新
校
舎
の

建
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
他

の
小
学
校
は
夏
休
み
期
間
に
被
害
箇

所
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

中
学
校

▼
主
な
被
害	

東
海
中
学
校
…
校
舎
の

柱
脚
部
の
せ
ん
断
等　

※
東
海
南
中

学
校
は
耐
震
上
問
題
と
な
る
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

東
海
中
学
校
は
耐
震
性

の
確
保
さ
れ
た
校
舎
を
除
き
、
使
用

を
禁
止
し
、
９
月
か
ら
仮
設
校
舎
で

授
業
を
実
施
し
ま
す
。

東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

▼
主
な
被
害	

自
由
通
路
…
天
井
材
の

崩
落　

駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
天
井
、
壁

面
の
一
部
損
傷
等

▼
復
旧
状
況　

自
由
通
路
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
も
修
繕
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
被
害	

ホ
ー
ル
の
天
井
の
崩

落
、
受
水
槽
の
破
損
等

▼
復
旧
状
況	

９
月
末
ま
で
に
ホ
ー
ル

が
使
用
で
き
る
よ
う
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

久
慈
川
河
川
敷
運
動
場（
内
宿
グ
ラ
ン
ド
）

▼
主
な
被
害	

津
波
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
の
流
出
、
が
れ
き
の
散
乱

▼
復
旧
状
況	

が
れ
き
を
撤
去
し
、
使

用
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

亀
下
ト
イ
レ

▼
主
な
被
害	

液
状
化
に
よ
る
手
洗
い

場
の
破
損　

※
ト
イ
レ
本
体
の
損
傷

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

修
繕
を
実
施
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い

▼
主
な
被
害	

天
井
の
崩
落
、
地
盤
沈

下
に
よ
る
傾
き

▼
復
旧
状
況	
展
示
場
は
落
下
物
等
を

撤
去
し
、
開
館
し
て
い
ま
す
。

遊
び
場･

公
園

▼
主
な
被
害	

地
盤
の
段
差
、
フ
ェ
ン

ス
の
破
損
等（
13
か
所
）

▼
復
旧
状
況	

危
険
箇
所
は
立
ち
入
り

を
制
限
し
、修
繕
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
低
限
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
被
害	

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
…
天
井
の
一
部
の
は
く
離
等

▼
復
旧
状
況	
一
部
危
険
箇
所
の
立
ち

入
り
を
制
限
し
て
い
ま
す
が
、
修
繕

は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

▼
主
な
被
害	

ガ
ラ
ス
の
破
損
、
配
管

破
損
に
よ
る
漏
水
等

▼
復
旧
状
況	

復
旧
は
ほ
ぼ
完
了
し
、

建
屋
本
体
の
補
修
を
し
て
い
ま
す
。

保
育
所

▼
主
な
被
害	

村
松
保
育
所
、
舟
石
川

保
育
所
…
天
井･

壁
等
の
破
損･

ひ
び

割
れ･

ゆ
が
み
等　

※
百
塚
保
育
所

は
耐
震
上
問
題
と
な
る
大
き
な
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

村
松
保
育
所
は
代
替
仮

設
建
物
を
建
築
中
、
舟
石
川
保
育
所

は
損
傷
状
態
を
調
査
の
上
、
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

幼
稚
園

▼
主
な
被
害	

舟
石
川
幼
稚
園
…
園
舎

の
筋
交
い
の
破
断
等　

宿
幼
稚
園
…

内
壁
の
ひ
び
割
れ
、
天
井
材
崩
落
等

須
和
間
幼
稚
園
…
園
舎
の
傾
斜
、
筋

交
い
の
破
断
等　

※
そ
の
他
の
幼
稚

園
は
耐
震
上
問
題
と
な
る
大
き
な
被
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し
て
い
き
ま
す
。

【
プ
ー
ル
開
放
の
判
断
に
つ
い
て
】

●
舟
石
川
２
区
住
民	

県
内
で
も
プ
ー
ル
を
開
放
し
て

い
る
所
と
し
て
い
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。
村
で
開
放
し
て

い
る
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
教
育
次
長	

プ
ー
ル
開
放
は
国
の
明
確
な
見
解
が
な

く
、
足
並
み
が
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
で
は
心

配
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
文
部
科
学
省

で
現
在
、
事
故
の
影
響
に
よ
る
放
射
性
物
質
は
空
気
中

に
飛
ん
で
い
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
こ
と
、
水
を

測
定
し
た
と
こ
ろ
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
、
空
間
線

量
率
が
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
プ
ー
ル
の
開
放

を
判
断
し
ま
し
た
。

【
子
ど
も
の
安
全
性
の
た
め
に
き
め
細
か
い
対
応
を
】

●
舟
石
川
１
区
住
民	

放
射
性

物
質
は
空
気
中
に
は
飛
ん
で
い

な
く
て
も
、
汚
水
溝
や
道
路
と

の
境
目
な
ど
、
比
較
的
線
量
が

高
い
所
も
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
だ

か
ら
よ
い
」で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
子
ど
も
は
10
歳
前
後
で
大
人
の
８
～
10
倍
の

影
響
が
あ
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
呼
び
掛
け
て
掃
除
す
る

こ
と
も
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
に
だ
け
頼
る
と

い
っ
て
も
、
行
政
は
動
き
が
鈍
い
で
す
。
自
分
の
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
行
動
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

▼
▼
避
難
所
▼
▼

【
避
難
所
へ
の
毛
布
の
持
ち
込
み
】

●
照
沼
区
住
民	

避
難
時
に
寝
具
や
食
料
を
持
っ
て
来

懇
談
内
容
▼
▼
▼

▼
▼
放
射
線
等
の
測
定
▼
▼

【
校
庭･
園
庭
の
測
定
時
期
】

●
真
崎
区
住
民	

子
ど
も
が
小

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
校
庭･

園

庭
の
空
間
線
量
を
計
測
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
既
に
子
ど
も
は
登
校
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
間
親
は
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
先
に
測
定
し
、

結
果
を
公
開
し
て
か
ら
授
業
を
再
開
し
て
い
た
だ
け
た
ら

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ど

こ
を
測
定
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
線
量
の
高
い
所

が
福
島
県
外
に
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

細
か
く
測
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
教
育
次
長	

い
ろ
い
ろ
ご
心
配
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
村
測
定
は
最
近
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
学
校

で
は
３
月
11
日
以
降
、
児
童
の
登
校
す
る
日
は
自
主
的
に

室
内･

室
外
と
も
必
ず
放
射
線
量
を
計
測
し
て
い
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	

測
定
箇
所
は
真
ん
中
を
基
点
に
し

て
対
角
線
を
書
き
、そ
の
中
心
と
四
方
を
測
っ
て
い
ま
す
。

月
２
回
の
測
定
の
ほ
か
、
学
校
で
も
先
生
が
線
量
計
で

測
定
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
土
壌
や
井
戸
水
の
測
定
】

●
竹
瓦
区
住
民
ほ
か	

雨
で
泥
が
堆た

い
せ
き積
す
る
所
な
ど
は

土
壌
の
汚
染
が
心
配
で
す
。
ま
た
、
井
戸
水
も
測
定
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
環
境
部
長	

土
壌
や
井
戸
水
の
測
定
は
県
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
村
で
も
地
域
ご
と
に
何
箇
所
か

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
畑
や
水
田
な
ど
の
土
壌
、

井
戸
水
な
ど
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
村
独
自
で
測
定

る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
市
町
村
で
そ
の

よ
う
な
対
応
を
し
た
所
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
環
境
部
長	

今
回
、
村
で
準
備
し
て
い
た

備
蓄
量
は
３
０
０
０
人
の
１
日
分（
３
食
）の
食
料
と

毛
布
３
０
０
０
枚
で
し
た
。
し
か
し
、
避
難
所
に
は

３
５
０
０
人
が
避
難
し
て
い
ま
す
。
持
っ
て
来
ら
れ
る

状
況
に
あ
る
方
に
は
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
▼
被
害
の
復
旧
と
今
後
の
防
災
体
制
▼
▼

【
住
宅
の
再
建
に
つ
い
て
】

●
南
台
区
住
民　

地
盤
が
悪
い
た
め
、
住
宅
メ
ー
カ
ー

で
家
は
建
て
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
全
面

的
に
地
盤
を
改
良
し
て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●
南
台
区
住
民　

南
台
に
は
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け

た
世
帯
が
60
世
帯
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
被
災
者
へ
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
村
長	

今
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
も
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
、
お
困
り
で
あ
る
こ
と
は
十
分
感
じ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
村
の
責
任
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
７
月
２
日
に
は
、分
譲
業
者
の
社
長
と
お
会
い
し
、

社
長
か
ら
は「
逃
げ
も
隠
れ
も
し
な
い
。
今
後
話
し
合

い
を
し
て
い
き
た
い
」と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
時

間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
気
持
ち
が
焦
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
分
譲
業
者
に
も
皆
さ
ん
の
切
実
な
状
況
を
お

伝
え
し
、
交
渉
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
久
慈
川
の
水
門
へ
の
対
策
】

●
竹
瓦
区
住
民
ほ
か	

久
慈
川
の
水
門
は
電
源
が
落
ち

た
ら
手
回
し
で
ゲ
ー
ト
を
下
げ
ま
す
が
、
３
０
０
回
も
回

し
て
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
下
が
り
ま
せ
ん
の
で
、

目
的
で
あ
る
水
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
話
の
ほ
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い
ま
す
。
そ
の
日
本
こ
そ
目
先
の
利
益
だ
け
で
判
断
す
る

こ
と
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
列
島
は
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
交

錯
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
54
基
の
原
子
力
発
電
所

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
異
常
だ
と
思
う
の
で
す
。

個
人
的
に
原
子
力
発
電
を
完
全
に
な
く
す
と
い
う
こ
と
が

よ
い
こ
と
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
技
術
の
保
存
、
技
術

の
確
保
を
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
面
か
ら
考
え
て
も
日
本
列
島
の
中
に
、
せ
い
ぜ
い
10

基
く
ら
い
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東

海
村
に
つ
い
て
も
今
す
ぐ“
脱
原
発
”と
は
い
き
ま
せ
ん
。

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る「
原
子
力
セ
ン

タ
ー
構
想（
仮
称
）」も
あ
り
、
ま
た
東
海
第
二
発
電
所
の

再
開
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
考
え
な
い
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
ず
、
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と

を
失
い
た
く
な
い
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
奪
い
た
く
な

い
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
東
海
第
二
発
電
所
の
津
波
対
策
】

●
真
崎
区
住
民	

福
島
県
と
同
じ
よ
う
な
地
震
が
あ
っ

た
ら
東
海
村
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
環
境
部
長	

今
回
の
地
震
で
、
東
海
第
二
発
電

所
に
は
５
・
４
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
地
震
に
よ
る
施
設
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
浸
水
で
３
台
の
発
電
機
の
う
ち
２
台
が
停
止
し

ま
し
た
。
今
後
、
発
電
機
の
設
置
や
海
水
ポ
ン
プ
の
か

さ
上
げ
、
ド
ア
の
密
閉
等
、
15
メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
想

定
し
た
対
策
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

■
村
長	

福
島
県
と
同
じ
規
模
の
津
波
が
来
て
い
た
ら

大
惨
事
に
な
っ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

【
水
場
を
保
全
し
災
害
時
に
活
用
を
…
】

●
外
宿
２
区
住
民	

願
船
寺
境
内
に
通
称“
滝
端
の
池
”

と
呼
ば
れ
る
湧
き
水
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
は

た
く
さ
ん
の
人
が
水
を
く
み
に
来
て
い
ま
し
た
。
以
前

か
ら
、「
昔
は
こ
こ
の
水
を
飲
ん
で
い
た
」と
い
う
話
を

伺
う
こ
と
が
あ
り
、
整
備
し
て
何
と
か
保
全
で
き
た
ら

と
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
の
震
災
で
そ
の
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
荒
れ
放
題
で
す
が
、
通
常

は
癒
や
し
の
場
と
し
て
、
震
災
時
は
そ
の
水
を
役
立
て

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
で

き
な
い
部
分
は
行
政
の
方
に
お
願
い
で
き
れ
ば
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
村
長	

村
の
湧
き
水
を
見
直
し
、
復
活
さ
せ
、
景
観

を
保
っ
て
い
く
、
こ
れ
は
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
災
害
時
に
も
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
自
身
は
こ
の
震
災
を
契
機
に
、

調
査
し
、
保
全
を
考
え
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
▼
原
子
力
の
今
後
▼
▼

【
原
子
力
発
電
に
対
し
て
】

●
川
根
区
住
民
ほ
か	

村
長
の“
脱
原
発
”宣
言
な
る
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

地
区
に
も
原
子
力
事
業
所

に
勤
め
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
お
り
ま
す
。
真
意
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
村
長	

福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
揺
る

が
す
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
て

か
で
す
。
今
回
も
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
れ
ば
竹
瓦
や
亀
下
、
内

宿
の
塩
害
は
防
げ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
電
源
が

落
ち
た
時
ど
う
す
る
か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
、
ゲ
ー
ト
を
下
げ
る
担
当
者
や
地
域
の
方
が

逃
げ
る
余
裕
が
持
て
る
よ
う
な
方
法
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	
今
回
、
前
川
樋
管
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
が
付
い
て
い
た
た
め
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
樋
管
は
電
源

が
落
ち
て
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
樋
管
は
国

で
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

水
害
対
策
と
と
も
に
対
策
を

国
に
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た

場
所
に
よ
っ
て
、
湛た

ん
す
い
ぼ
う
じ
ょ

水
防
除
等
、
村
で
管
理
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
発
電
機
や
震
度

を
感
知
し
て
下
り
る
も
の
等
を
検
討
し
、
早
急
に
対
策

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
】

●
宿
区
住
民	

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
村
松
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
海
抜
４
メ
ー
ト
ル
と
い
う
低

い
地
点
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
避
難
所

が
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
照
沼
小
学
校
で
す

が
、
見
直
し
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	

見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
津
波
警
報
が
出
た
ら
高
台
に
上
が
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
第
一
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
付
近
は
、
茨

城
東
病
院
の
駐
車
場
が
海
抜
28
メ
ー
ト
ル
、
照
沼
小
学

校
が
30
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

際
に
は
、
川
や
水
路
を
渡
ら
ず
に
避
難
で
き
る
経
路
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　村では、ＪＡひたちなかと共に、東京電力福
島第一原子力発電所の事故に伴う、農畜産物の
損害賠償請求に関する窓口を開設します。
●日　　時	 ８月12日（金）から17日（水）まで
（８月15日（月）を除く）の午前９時～午後４時

●場　　所	 農業支援センター（東海ファー
マーズマーケット「にじのなか」内）

●対　　象	 村内在住で、自ら農畜産物を生産
し、出荷･販売している農業者（ＪＡ出荷者、
ＪＡ外出荷者（任意組合、農業法人等））

●請求内容	 東京電力福島第一原子力発電所の
事故による実損害･風評被害等 ※原子力損害
賠償紛争審査会の指針に基づいて行います。

●そ の 他	 請求に必要な書類がＪＡ出荷者と
それ以外の方で異なる場合がありますので、
必ず事前にお問い合わせの上、お越しください。
●問 合 せ	 ▼ＪＡ出荷者…ＪＡひたちなか東

海営農センター（☎282-0203）※土･日曜日
を除きます。 ▼ＪＡ外出荷者…農業支援セ
ンター（☎287-7867）※月曜日を除きます。

東京電力に対する農畜産物等の
損害賠償請求窓口を開設

リサイクルプラザとうかい（一部）

　修繕工事等が完了した展示場は、８月から再
開しました。
●問 合 せ	 リサイクルプラザとうかい（☎

282-4439）

施 設 再 開 の お 知 ら せ

　東海村国民健康保険税の減免基準を見直し、
次のとおり拡大しました。
●対象・減免割合等	 ①▼災害により主たる生

計維持者が死亡した、あるいは重篤な傷病を
負った、行方不明となった、生活保護者となっ
た▼原子力発電所の事故に伴い政府の避難指
示等の対象地域に住所を有していた――のい
ずれかに該当…年税額の全部　②災害により
主たる生計維持者が障がい者となった…年税
額の10分の９　③主たる生計維持者の居住す
る住宅（借家含む）が半壊または全壊した…半
壊（年税額の２分の１）･全壊（年税額の全部）
※所得制限はありません。 ④▼事業収入等

（事業収入･不動産収入･山林収入･給与収入）
のいずれかの減少額（保険金、損害賠償等に
より補てんされる金額を控除した額）が、前
年の事業収入等の額の10分の３以上▼主たる
生計維持者と国保加入者の前年の合計所得金
額が1000万円以下▼減少することが見込ま
れる事業収入等に係る所得以外の前年の所得
の合計が400万円以下――を満たし、主たる
生計維持者の事業収入等の減少が見込まれる
…算定した対象保険税額に、前年の合計所得
金額の区分による減免割合を乗じて得た額　
⑤主たる生計維持者以外の被保険者が行方不
明になっている…年税額と行方不明者以外の
被保険者について算定した保険税額との差額
●そ の 他	 減免の対象となる国民健康保険税

は平成23年度分です。
●申し込み・問合せ	 保健年金課（役場行政棟

１階）備え付けの申請書に必要事項を記入し、
国民健康保険税決定通知書、印鑑、被災した
ことを証明する書類等を持参の上、保健年金
課国保年金担当（内線1131）へ申し込みくだ
さい。

国民健康保険税の
減免基準を拡大しました

　災害に乗じた詐欺が発生しています。少しで
も不審な点があったらご相談ください。
■問 合 せ	 消費者ホットライン（☎0570-
064-370）

詐欺にご注意ください！
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災害に関するお知らせ

　災害により住宅などに被害を受けた方に対
し、雑損控除という税負担を軽減できる制度が
ありますので“質問の例”と“回答”で紹介します。
●質問の例	 東日本大震災で自宅の屋根や壁が

壊れてしまったので、役場にり災証明申請書
を提出したところ“一部損壊”の「り災証明書」
が交付されました。所得税や住民税が安くな
ると聞きましたが、修理が済んでいなくても
雑損控除の手続きができますか？
●回　　答	 ▼雑損控除の額…①住宅などの損

害金額－保険等で補てんされる金額－所得金
額の10％②損失額のうち、災害関連支出（後
片付け費用など）－５万円――のいずれか多
い額となります。 ▼雑損控除を受ける年…
平成22年分または平成23年分を選択するこ
とができます。 ▼解説…修理が済んでいな
くても災害により住宅の価値が減少した分は
①の住宅などの損害金額に当たりますので、

“一部損壊”であっても住宅の時価などによっ
ては平成22年分で雑損控除を受けることが
できます。また、災害がやんだ日から１年以
内に支出した修理費用のうち①の住宅などの
損害金額を超える原状回復に要する費用分に
ついては②の災害関連支出として計算できる
場合があります。なお、各個人の収入や損害
の状況により雑損控除が受けられない場合が
あります。
●問 合 せ	 太田税務署（☎0294-72-2171）
　※月曜日から金曜日まで（祝日を除く）の午前

８時30分～午後５時にお問い合わせください。

雑損控除について紹介します島根県松江市職員が
引き続き復旧作業を支援
　「東日本大震災被災地方公共団体に対する各
地方公共団体からの人的支援」により、５月10
日から島根県松江市の職員の２人が、交代で来
村し、道路整備課、都市政策課で、村職員と共
に災害復旧作業を進めています。

≪応援職員を紹介します≫

▼村道の復旧工事業務に従事（道路整備課）

期間：７月１日～ 29日

松江市建設部土木課

副主任　福
ふく も と

本　英
ひ で お

生さん

▼被災した建物の設計業務に従事（都市政策課）

期間：７月４日～ 15日

松江市建設部建築課

主任　佐
さ え き

伯　英
ひで と し

俊さん

期間：７月19日～ 29日

松江市建設部建築課

主任　高
た か み

見　保
や す し

志さん

≪応援職員から一言≫震災の傷跡は大きなもの
もありますが、細かなところにも深く及んでい
ると感じました。復興にはきめ細かな配慮がた
くさん必要であろうと思います。その一助とな
るべく精一杯努力しますので、よろしくお願い
します。

※応援職員から一言は、東海村に着任したときに

頂いたコメントを掲載しました。

≪応援職員から一言≫少しでも早い復興･復旧
が迎えられるよう、東海村の職員の皆さんと共
に、微力ですが、精一杯頑張りたいと思います。

≪応援職員から一言≫短い期間ではあります
が、１日でも早く道路復旧ができるよう精一杯
頑張ります。

問い合わせ▼人事課人事担当（内線1322）

　被災者である相続人については、相続の放棄
または限定承認をすべき期間（原則、３か月以
内）を特例として平成23年11月30日まで延長
します。
■対　　象	 ▼平成22年12月11日以降に自己
のために相続の開始があったことを知った▼
平成23年３月11日に対象市町村に住所を有
していた――を満たす方（すでに単純承認を
した方と相続財産の全部または一部を処分し
た方を除く）
■対象市町村	 ▼茨城県（古河市･結城市･守谷
市･坂東市･八千代町･五霞町･境町を除く市町
村）▼福島県（全市町村）▼宮城県（全市町村）
▼岩手県（全市町村）等
■問 合 せ	 法テラスサポートダイヤル（☎
0570-078374、ＰＨＳ･ⅠＰ電話からは☎
03-6745-5600）※月曜日から土曜日までの
午前９時～午後９時（土曜日は午後５時）にお
問い合わせください。

相続放棄等の熟慮期間を延長します
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● ●東海音頭の魅力を多くの人に！
６月27日、「平成22年度文化芸術活動における茨城県表
彰」で地域の文化芸術の振興に貢献した功績により県知
事から表彰を受けた岡田セツ子さん（白方）が、ともに活
動してきた仲間と喜びを分かち合いました。岡田さんは
舞踊連盟の理事長を務めるなど、日本舞踊に携わるかた
わら、東海音頭を後世まで継承したいと小中学校や地域
で指導をするなどその普及に尽力してきました。「東海音
頭は、踊りはもちろん歌詞にも魅力がある」と話す岡田さ
ん――その魅力をたくさんの人に伝えたいという思いが
長年の活動の原動力となっていることを感じさせました。

●村松小学校でホタルの鑑賞会を実施
６月24日、村松小学校のビオトープでホタルの鑑賞会が行われま
した。これまで地域の方々とともにホタルの住みやすい環境づく
りを進めてきた村松小学校では、今年５月、ホタルの幼虫を放流
しました。砂押一成さん（ビオトープアドバイザー）のアドバイス
のもと児童たちがエサのタニシを取るなどして育ててきたホタル
――その光を見ようと児童や保護者、地域の方々など大勢が集
まりました。午後７時過ぎ、光を嫌うホタルのために懐中電灯を
つけずにビオトープへと向かいました。暗闇にふわふわと光るほ
たるの明かりが見えると、参加者は「ちっちゃいけど明るい！」「光っ
てる！！」とうれしそうに声を上げて小さな光に見入っていました。

●●アメリカの人口にびっくり！
７月22日、姉妹都市交流会館で「キッズサロン」が行われました。こ
れは村内の小学４～６年生を対象に、外国人と接しながら地理や
文化、言語の違いなどを学んでもらおうと開催されたもの。アメリ
カ合衆国出身の講師、ジェフリー･バークさんから広い国土や人口
の多さを紹介されると、一同は「すごい！」「日本が小さい！」と驚きの
表情を見せました。また、フランス出身のオレリー･ノエルさんから、
肉中心の食文化を持つフランスの小学校のお昼の光景を見せても
らい「いいなあ！」「うらやましい！」との感想も――参加した児童は国
によってさまざまな暮らしがあること、日本と似ている習慣やまった
く違う習慣があることをスライドやゲームから感じ取っていました。

観察会の前に、砂押さんからホタルの生態や鑑賞のポイントなどを学びました。

暗闇にホタルが見えると、皆、歓声を上げていました。

東海音頭保存会のメンバーと岡田さん（最前列中央）。岡田さんは
会長として会をまとめてきました。

ジェフリー ･バークさんの指導の下でアメリカ合衆
国のゲームに挑戦！
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●●叙勲等の受章おめでとうございます
４月29日付けで、平成23年春の叙勲等が発令されました
（東日本大震災の影響により、６月中旬に閣議決定）。村
内では、園部実さん（須和間･元日立市消防本部消防監）が
長年危険性の高い業務に従事した功績から「瑞宝双光章」
を受章され、佐藤亨さん（石神内宿･元農林業センサス調
査員）が長年の統計調査に関する功績から「藍綬褒章」を
受章されました。園部さんは「長年勤務できたのも、退職
後も健康に生活できるのも、妻のバランスの良い食事の
おかげ」と、佐藤さんは「調査員を務めるという目的があ
るから励みになり元気でいられる」と話してくれました。

７月16日、役場中庭でとうかい環境フォーラム実行委員会（委員長･久
保田昌宏さん）主催の「とうかいキャンドルナイト2011」が開催されま
した。３月に発生した東日本大震災で被災した方々の鎮魂を祈りつ
つ、参加者は、2000本のキャンドルに点火したり、キャンドルアート
を飾ったり、エコキャンドルの手作り体験をしたりして過ごしました。
日が暮れたころからは、ろうそくの柔らかい幻想的な光とハーモニカ
の澄んだ音、童謡を歌うやさしい歌声などに会場が包まれ、心癒や
される空間になりました。震災により電気が無い中で数日間生活した
後の節電で過ごす夏に行った「とうかいキャンドルナイト」は、あらた
めて生活スタイルを見直すきっかけになる集いでもありました。

●「とうかいキャンドルナイト」で、生活スタイルを見直すきっかけに…

園部さん 佐藤さん
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◆リハビリテーションってなに？

リハビリテーションという言葉は、Re(再び)、Habilitate(適合させる･能力を持たせる)が語源であり、“失っ
たもの（人間らしさ）を再び取り戻す”ことを意味します。当院では、主に骨折･靭

じ ん た い

帯損傷･変形性関節症など
の運動器疾患や、脳出血･脳梗

こ う そ く

塞などの脳血管疾患の方を対象にした、リハビリテーションを行っています。
リハビリテーション室では、術後あるいは発症後、可能な限り早期から開始して、高齢者の方などの寝た
きりの防止を心掛けています。また、実際のリハビリテーション場面では、患者さんの身体機能の改善だ
けに着目するのではなく、患者さんを取り巻く環境や生活全般のこと、精神面などにも配慮したリハビリ
テーションを実施しています。実施に当たっては、リハビリテーションスタッフだけではなく、医師･看護
師･介護福祉士などの他職種とチームを組み、協力し合いながら患者さん一人ひとりの可能性を追求して、
早期退院･早期社会復帰と生活の質の向上を目指す日々のリハビリテーションを行っています。

当院のリハビリテーション室では、従来の理学療法（PT：physical therapy）に加え、平成22年4月
から作業療法（OT：occupational therapy）も実施しています。ご不明な点がありましたら、医師また
はリハビリテーションスタッフまでお気軽にご相談ください。

患者さん一人ひとりに総合的リハビリテーションを実施

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

こんにちは！
村立東海病院です

村立東海病院には、この暑さの中でも一生懸命リハビリに取り組むたくさんの患者さんがいます。今
回は、そんな患者さんを支える、当院のリハビリテーションについてお知らせします。

◆理学療法と作業療法の特色

理学療法では、病気やけが、老化などによって身体が不自由になった方々に対し、“起きる･座る･立
つ･歩く”などの基本的な身体能力の回復や向上、または新たにそれらの能力を獲得するための運動療
法や日常生活動作訓練などを実施します。必要に応じて、つえや手すり、歩行器、車椅子、装具など
を用いて、基本動作から生活に関連した動作の獲得へとつなげていきます。

一方、作業療法では、病気やけがなどによって
障がいを持った方に対して、主に肩や手の機能回
復訓練を行うほか、日常動作（食事･着替え･トイレ
･整容･入浴･調理動作等）や仕事、遊びなどの生活
全般にかかわるリハビリテーションを実施します。
また、認知症の方に対しても、さまざまな作業活
動を通して精神的支援や生活の援助を行います。

当院の人間ドックは、午前中の短い時間ですべて
の検査を行うことが可能です（全日予約制）。受診す
る際の費用等は右表のとおりです。また、頭部MRI
検査や胸部CT検査等の充実したオプション項目（別
途費用が必要）も用意しています。さらに、今年度
からは５年間の検査結果が一目で分かる「オリジナ
ル健診手帳」をお渡ししています。
●問い合わせ	 村立東海病院健診直通（☎282-2614）

対　　象 自己負担額

村の国民健康保険加入者･後期高齢者医
療保険加入者　※保健年金課で補助申
請の手続きが必要です。

12,000円

茨城県市町村職員共済組合員とその被
扶養者　※県市町村職員共済組合で補
助申請の手続きが必要です。

16,000円

上記以外の方 40,000円

理学療法時の様子 作業療法時の様子

～人間ドックについてのお知らせ～
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豊白　佐
さ と う

藤　若
わ か ば

葉

笑顔という名の太陽のもとで
県立東海高等学校２年

国
民
年
金

だ 
よ 
り

年
金
額
を“
ち
ょ
っ
と
増
や
し
た
い
”と
お
考
え
の
方
に
は
、

「
付
加
年
金
」と
い
う
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
額
保

険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
額

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」で
す
。
例
え
ば
、
付

加
保
険
料
を
５
年
間（
60
か
月
）納
め
た
場
合
、
総
付
加

保
険
料
額（
納
め
る
額
）と
付
加
年
金
支
給
額（
受
給
で
き

る
額
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

つ
ま
り
、２
年
間
で
元
金
が
返
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、
40
年
納
め

た
方
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

■
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
付
加

保
険
料
の
納
付
は
、申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
①
自
営
業
者･

学

生
な
ど
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
②
国
民
年

金
の
任
意
加
入
者
の
方（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方･

外

国
に
住
所
が
あ
る
方
）―
―
で
す
。
な
お
、
年
金
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中

の
方
は
、付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

ご
存
じ
で
す
か
、
ち
ょ
っ
と

増
や
せ
る「
付
加
年
金
」

ＶＯＬ .  １２７

エッセー頑張る

今どきの
青少年

７
月
10
日
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
東
海

村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
の
親し

ん
ぼ
く睦

球
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、
東
海
村
高

校
生
会
の
一
員
と
し
て
、
大
会
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。

そ
の
朝
、
東
海
南
中
学
校
に
集
ま
っ
て
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
る
と
、
小
学
生
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
元
気
な
声
と
無
邪

気
な
笑
顔
に
、
自
然
と
ほ
お
が
緩
み
ま
し
た
。

「
よ
し
、
頑
張
る
ぞ
！
」と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
瞬
間
で
し
た
。

そ
し
て
、キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
の
試
合
が
始
ま
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
朝
と
は
全
く
違
う
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
け
る
時
の
集
中
し
て
い
る

顔
、
応
援
を
し
て
い
る
時
の
真
剣
な
顔
、
得
点
が

入
っ
た
時
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
と
、
こ
ろ
こ
ろ
表

情
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
試
合
が
順
調
に
進

ん
で
い
く
中
、
日
差
し
は
弱
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
ど

ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
き
、
私
た
ち
の
体
力
を

奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
私
た
ち

と
は
裏
腹
に
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
が
終
わ
り
、
午
後
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ

て
い
る
中
、
天
気
は
一
転
し
ま
し
た
。
青
空
を
黒

い
雲
が
覆
い
、
肌
寒
い
風
が
吹
き
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
、
一
生
懸
命
試
合
を
し

て
い
ま
し
た
。
決
勝
戦
の
中
盤
、
皆
の
頑
張
り
が

天
に
届
い
た
の
か
、
空
か
ら
光こ
う
ぼ
う芒

が
差
し
込
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
き

れ
い
…
」と
つ
ぶ
や
き
、
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
決
勝
戦
は
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

悔
し
く
て
泣
い
て
い
る
子
、
う
れ
し
泣
き
を
し

て
い
る
子
、そ
し
て
笑
っ
て
い
る
子
が
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
閉
会
式
で
は
皆
が
笑
顔
で
立
っ
て
い
ま

し
た
。

私
は
、こ
の
大
会
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
の“
笑

顔
の
力
”を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
笑
顔
は

自
分
だ
け
で
な
く
、
見
て
い
る
周
り
の
人
に
ま
で
元

気
を
振
り
ま
い
て
く
れ
る
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
笑

顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
東
海
村
高
校
生
会
に

入
会
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
た
楽
し
い

高
校
生
活
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
―
―
。

総
付
加
保
険
料
額

２
万
４
０
０
０
円

付
加
年
金
額（
65
歳
時
点
）

１
万
２
０
０
０
円
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●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

ま
だ
ま
だ
暑
い
夏
が
続
き
ま
す
が
、

立
秋
を
過
ぎ
た
せ
い
か
、
夜
に
な
る
と

虫
の
声
も
聞
こ
え
、
秋
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
と
い
え
ば
、
果
物
が
お
い
し
く

な
る
季
節
で
す
。
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、

ク
リ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
が
店
頭
に
並
び
、

夏
ば
て
気
味
の
体
に
心
地
よ
い
甘
味

と
酸
味
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
村

内
で
は
ブ
ド
ウ
と
ナ
シ
の
栽
培
が
盛

ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
組
合
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
規
模
は
小
さ
い
も

の
の
、
特
徴
的
な
栽
培
を
実
施
し
て
い
る

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

船
場
や
須
和
間
に
多
い
ブ
ド
ウ
園
で
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
上
部
だ
け
を
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
、
雨
よ
け
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
雨
を
媒
介
と
し
て
活
動
す
る
病

原
菌
か
ら
樹
木
や
果
実
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
病
気
に

か
か
り
に
く
い
ブ
ド
ウ
栽
培
と
し
て
効
果
的
で
す
。
現
在
で
は

県
内
の
産
地
で
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
で
は
早
い
時
期

に
導
入
さ
れ
、
先
進
的
な
栽
培
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
照
沼
の
ナ
シ
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
は
珍
し
い
袋

掛
け
栽
培
を
現
在
も
実
践
し
て
い
ま
す
。
他
の
産
地
で
は
省

力
化
の
観
点
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

虫
害
や
病
害
か
ら
果
実
を
保
護
す
る
た
め
に
、
一
個
一
個
丁
寧

に
袋
掛
け
を
し
て
、
お
い
し
い
ナ
シ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
組
合
も
、
村
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

会
員
の
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
地
元
生
産
者
が
丁
寧
に
、

真
心
を
込
め
て
生
産
し
た
果
物
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ	

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

こ だ わ り の 果 物

vol.25

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

38

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、「
障
害
者
手
帳
」に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
障
害
者
手
帳
の
申
請
は
、

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

４
月
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
よ
り

気
軽
に
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
障
が
い
支
援

の
窓
口
が
役
場
行
政
棟
１
階
か
ら
、
な
ご
み･

総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
し
た
。

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
申
請
の
受
け
付
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害

者
手
帳
に
は
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て
、「
身
体
障

害
者
手
帳
」「
療
育
手
帳
」「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
手
帳
は
、等
級
に
応
じ
て
、

医
療･
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、税
金･

公
共
料
金
の
減
免
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
援
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
等

申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
障
害
者
手
帳
の
種
類
に
よ

り
異
な
り
ま
す（
下
表
参
照
）。
初
め
て
交
付
申
請
の
手

続
き
を
す
る
方
は
、
な
ご
み･
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
日
時
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
で
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
等
も
可
能
で

す
。
な
お
、
障
害
者
手
帳
申
請
用
の
書
類
は
、
な
ご
み

･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

交付対象者

視覚障がいのある方
聴覚･平衡機能障がいのある方
音声･言語･そしゃく機能障がいのある方
肢体不自由の方
心臓機能障がいのある方
じん臓機能障がいのある方
呼吸器機能障がいのある方
ぼうこう･直腸機能障がいのある方
小腸機能障がいのある方
免疫機能障がいのある方
肝臓機能障がいのある方

知的障がいのある方
※新規申請について
は、18歳未満の方
は茨城県中央児童相
談所、18歳以上の
方は茨城県福祉相談
センターの判定が必
要となります。

精神科･心療内科の初診日
から６か月以上経過し、日
常生活または社会生活に制
約がある方　※発達障がい、
高次脳機能障がいのある方
も交付の対象となります。

申請に必要
なもの

▼申請書 ▼身体障害者診断書･意見
書 ▼写真２枚（縦４cm×横３cm） 
▼印鑑 ▼診断書の領収書 ▼口座番
号の分かるもの（通帳等）

▼写真１枚（縦４cm
×横３cm） ▼印鑑

▼申請書 ▼精神障害者保
健福祉手帳用診断書（障害
年金を受給されている方は
年金証書） ▼写真１枚（縦
４cm×横３cm） ▼印鑑 ▼
診断書の領収書 ▼口座番
号の分かるもの（通帳等）

障害者手帳の種類と各手帳の申請に必要なもの等
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【
俳　

句
】

風
う
け
て
庭
木
の
手
入
れ
青
嵐

東　

海　

佐
藤　

と
よ

還
暦
や
耳み

み
し
た
が順

う
と
云
ふ
小
雨

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

カ
ヌ
ー
漕
ぎ
揺
れ
る
こ
う
ほ
ね
沼
の
花

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

梅
雨
晴
れ
間
心
の
う
ち
で
ジ
ャ
ン
プ
す
る

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

ま
た
何
か
忘
れ
物
か
も
う
そ
寒
し

村　

松　

松
本　

正
勝

短
夜
や
早
寝
癖
つ
く
仮
住
い

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

雲
の
峰
握
る
ク
ラ
ブ
が
足
早
に

外　

宿　

西
山　

純
一

紫
陽
花
の
好
み
の
色
に
な
り
に
け
り

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

吾
が
庭
の
さ
み
だ
れ
萩
は
ピ
ン
ク
色

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

八
景
の
丘
に
登
れ
ば
青
岬

豊　

白　

小
林　

久
男

　
　
【
短　

歌
】

先
達
の
言
葉
を
汲
み
て
畑
に
立
ち
一
草
一

輪
生
を
愛
し
む

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
枯
死
寸
前
手
入
れ
せ
し
眞

赤
妖
艶
咲
き
て
見
せ
た
り

南　

台　

根
本
内
俊
男

被
災
者
の
救
済
国
会
む
な
し
く
も
慟
哭
の

声
聴
く
耳
持
た
ず

村　

松　

高
橋　

正
弘

園
児
ら
は
猛
暑
に
め
げ
ず
コ
ミ
セ
ン
で
元

気
は
つ
ら
つ
勉
強
す
る

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

愛
犬
と
の
癒
し
の
時
を
な
つ
か
し
む
生
あ

る
も
の
は
い
つ
か
浄
土
へ

内　

宿　

村
上　

文
江

七
月
に
大
き
く
育
つ
畑
の
茄
子
こ
の
年
の

梅
雨
猛
暑
の
つ
づ
く船　

場　

舛
井
庫
之
助

金
粉
を
散
り
ば
め
し
ご
と
樹
の
下
に
き
ん

め
つ
げ
の
小
さ
き
花
落
つ

外　

宿　

小
林
美
代
子

筆
を
折
る
時
期
が
来
た
り
し
こ
の
病
な
が

き
の
指
導
感
謝
し
つ
つ

外　

宿　

高
槌　

す
み

今
は
も
う
孫
が
一
緒
に
入
ら
ぬ
湯
童
歌
な

ど
唄
い
長
湯
す

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

身
の
弱
り
心
も
と
な
き
あ
け
く
れ
も
わ
れ

は
幸
せ
良
き
友
あ
り
て

須
和
間　

柴
山　

靖
子

昼
ち
か
き
空
の
浮
雲
宇
宙
船
に
変
る
を
待

ち
て
心
お
ど
ら
す

舟
石
川　

渡
辺　

光
子

天
の
川
両
岸
の
星
織
姫
と
牽
牛
の
い
わ
れ

七
夕
に
読
む

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

大
き
な
る
希
望
抱
き
て
一
年
生
わ
が
家
の

前
を
声
高
く
ゆ
く

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

福
島
の
原
発
事
故
を
思
ひ
つ
つ
燕
ゐ
る

日
々
喜
び
の
あ
り

村　

松　

桜
井　

秀
子

【ギャラリーＡ（２階）】

東海村の民話をめぐる30年～郷土再発見活動の中で～

▼期　　間	 ８月21日（日）～ 27日（土）
▼時　　間	 午前10時～午後６時（最終日は午後３

時まで）
▼内　　容	 経済的に豊かになった今、多くの民俗

文化が忘れられようとしています。村では、その文
化を保存しようと、約30年前から郷土再発見事業
を始めました。今回は、そうした活動の中から“民

話をめぐる30年”とし
て、特に郷土民話紙
芝居づくりを中心に
紹介します。先人の
残した民俗文化を知
り、ふるさとへの思い
を少しでも深めてい
ただければ幸いです。

ホワイトアース合同写真展

▼期　　間	 ８月28日（日）～９月３日（土）
▼時　　間	 午前９時～午後７時（最終日は午後３

時まで）
▼内　　容	 ホワイトアース写真教室（講師･大山荘

一さん／二科会写真部会員）を中心とする仲間に
よる写真展です。四季折々の身近な自然の花、風
景などを撮影した作品を展示します。また、デジ
タルカメラで撮影したデータを従来の方法で現像
･焼き付けした写真と
忠実に色を再現する
最新型のプリンター
でプリントした作品
の比較もお楽しみく
ださい。

神永マサ子油彩展

▼期　　間	 ９月４日（日）～ 10日（土）
▼時　　間	 午前10時～午後７時（最終日は午後３

時まで）
▼内　　容	 白方中央在住の神永マサ子さん（創造

美術会会員）の個展。具象と
抽象のまじり合ったコラー
ジュには、銅板が使用されて
います。左の作品は、力強く
生きようとする姿が大きな手
でビルを支える――平和な時
が再び戻るように祈って制作
された作品です。そのほか、
油彩約30点を展示します。

■場　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ
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お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 23 年７月１日現在（前月比）
世帯数 14,362 世帯 （＋ 44）
総人口 37,708 人　 （＋ 50）

●人口と世帯数●

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●８月の納付●

納期限 ８月31日（水）

納付
種別

村県民税（第２期分）
国民健康保険税（第２期分）
後期高齢者医療保険料（第２期分）
介護保険料（第３期分）

●８月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

14日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
21日（日）村立東海病院 282-2188
28日（日）茨城東病院 282-1151
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

暮
ら
し

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

すべての電話から（☎ 0120-42-4848）

　

村
で
は
、
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
後
継
者
を
育
成
す

る「
新
規
就
農
者
育
成
補
助
事
業
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
新
た
に
就
農
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用

｢

新
規
就
農
者
育
成
補
助
事
業｣

を
実
施
し
て
い
ま
す

乳
児･

小
児
の
た
め
の「
普
通
救
命

講
習
会
」を
開
催

日
時
▼
９
月
10
日（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
】

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
地
球
環
境
の
保
護
の

た
め
に
、
排
気
ガ
ス
を
少
し
で
も
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
運
転
方
法
で
す
。
自
動
車

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
一
般
家
庭
に
お

け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
約
４
分
の
１

と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
と
、
自
動
車
の
燃

費
は
10
～
20
％
程
度
向
上
す
る
と
と
も
に
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
軽
減
で
き
ま
す
。

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
方
法
】

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト
は「
ｅ
ス

タ
ー
ト
」で
す
。「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」と
は
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

自
動
車
を
発
進
さ
せ
る
と
き
、
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
か
ら
足
を
離
し
、
ひ
と
呼
吸
お
い

て
か
ら
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を
ゆ
っ
く
り
と

踏
み
、
発
進
か
ら
５
秒
間
か
け
て
20
㎞
／

ｈ
ぐ
ら
い
の
速
度
に
す
る
操
作
を
い
い
ま

す
。
発
進
し
た
後
は
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

を
ゆ
っ
く
り
と
踏
み
込
み
、
目
標
速
度
や

車
間
距
離
を
保
つ
よ
う
に
ア
ク
セ
ル
操
作

を
行
い
ま
す
。「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」を
す
る
と

交
差
点
な
ど
で
、
出
会
い
頭
の
衝
突
事
故

を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ･

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

　

▼「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」を
意
識
し
て
発
進
し

ま
し
ょ
う
▼
止
ま
る
と
き
は
、
早
め
に
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
か
ら
足
を
離
し
、
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
▼
信
号
待
ち

な
ど
の
一
時
停
車
で
は
、
ギ
ア
を
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
す
る
か
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
▼
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な

い
で
窓
を
開
け
る
か
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を

高
め
に
設
定
し
、
風
量
で
車
内
の
温
度
を

調
節
し
ま
し
ょ
う
▼
暖
機
運
転
は
し
な
い

で
、
ゆ
っ
く
り
走
り
な
が
ら
暖
め
る
ウ
オ
ー

ム
ア
ッ
プ
走
行
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
▼

ガ
ソ
リ
ン
は
満
タ
ン
ま
で
入
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
▼
不
要
な
荷
物
は
降
ろ
し
ま

し
ょ
う
▼
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
―
―
地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

（
環
境
政
策
課
内 

内
線
１
４
５
３
）

し
て
農
業
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
①
茨
城
県
の
就
農
計
画
認
定
書
の

交
付
を
受
け
て
か
ら
５
年
以
内
②
村
内

在
住（
就
農
時
に
村
内
に
住
所
を
有
す

る
見
込
み
可
）で
60
歳
未
満
③
就
農
後

５
年
以
内
に
認
定
農
業
者
に
な
る
意
思

を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

補
助
金
額
▼
月
額
５
万
円
～
15
万
円（
年

齢
や
家
族
構
成
等
に
よ
り
変
動
）※
36

月
を
限
度
と
す
る
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）※
月
曜
日
と
祝
日

以
外
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
な
ど
に

取
り
組
み
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
ふ
る
さ
と
女
性
大
学「
葦あ

し

の
会
」修

了
生
ま
た
は
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
関
心

が
あ
る
方

内
容
▼
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
関
す
る
学
習

会
等

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
年

・

８
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
経
済
課

（
役
場
行
政
棟
４
階
）備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

便
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
茨
城
県

募 集

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
葦
の
会
」会
員
募
集

健
康･

医
療

Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
関
連
周
辺
住
民
等

の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
し

て
い
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
関
連
周
辺
住
民
等
の

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
等
▼

　

※
住
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
で

も
受
診
で
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
７
時
～
10
時
30
分

対
象
▼
平
成
11
年
９
月
30
日
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨

界
事
故
当
時
、
避
難
要
請
区
域
内
に
在

住･

在
勤
し
て
い
た
方
や
周
辺
地
域
に
一
時

滞
在
し
た
方
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方

費
用
▼
無
料 

※
専
門
の
医
師
に
よ
る
健

康
相
談
や
個
々
の
ケ
ア
相
談
も
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

茨
城
県
保
健
予
防
課（
☎
301
局
３
２
１
９
）

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

期　

日

場　

所

11
月
19
日

（
土
）東
海
村
保
健
セ
ン
タ
ー

11
月
23
日

（
水･

祝
）那
珂
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り（
那
珂
市
菅
谷
３
１
９
８
）

「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」を
開
催

　

３
か
月
間
の
教
室
で
、
体
を
動
か
す
楽

し
さ
と
効
果
を
実
感
し
ま
せ
ん
か
。

【
や
さ
し
い
筋
ト
レ
教
室
】

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
足
腰
を

強
く
維
持
し
た
い
方

内
容
▼
柔
軟
体
操
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
、
有

酸
素
運
動
等
を
行
い
ま
す
。

【
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
筋
ト
レ
教
室
】

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
▼
村
内
在
住
で
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
運
動
不
足
を
実
感
し
て
い
る
方

内
容
▼
有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
内
臓
脂
肪
の
減

少
と
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

期
日
▼
９
月
13
日（
火
）か
ら
12
月
９
日

（
金
）ま
で
の
毎
週
火･

金
曜
日（
全
25
回
）

※
９
月
23
日（
金･

祝
）を
除
き
ま
す
。

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
各
15
人 

※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。（
初
心
者
優
先
）

参
加
費
▼
７
５
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
▽
健
康
運
動
指
導
士
等（
２
人
）

が
指
導
し
ま
す
。
▽
８
月
26
日（
金
）の

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
に
事
前
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

・

８
月
17
日（
水
）ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

「
メ
タ
ボ
予
防
☆
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
」

を
開
催

日
程
等
▼

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
自
分
ま
た
は
家
族
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に

関
心
が
あ
る
65
歳
未
満
の
方

定
員
▼
20
人
程
度

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

日　時 内　容

９月６日（火）
10：00～ 11：30

小室秀子さん（管理栄養
士･健康運動指導士）に
よる美しく体重を維持す
るコツの講話

９月15日（木）･22日（木）
14：00～ 15：00

スポーツインストラク
ターの指導で、スリム
な体形になるエクササ
イズを体験

９月30日（金）
10：00～ 11：30

管理栄養士と参加者で、
メタボを脱する食生活
についての懇談

定
員
▼
先
着
20
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

内
容
▼
乳
児
や
小
児
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

せ

い生

法･
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い･

異
物
除
去

等
、
実
技
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
①
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
②
講
習
修
了
者
へ
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
③
普

通
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
２
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
方
も
、
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
持
参
の
上
、
再
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
④
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス

（
無
料
）が
あ
り
ま
す
の
で
、
９
月
１
日

（
木
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

８
月
15
日（
月
）か
ら
９
月
８
日（
木
）

ま
で
に
、
消
防
本
部
救
急
救
助
担
当（
☎

282
局
２
０
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

農
村
環
境
課（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６ 

☎
301
局

４
２
６
４ 

301
局
４
２
６
９
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

８
月
30
日（
火
）ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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「
人
物
画
集
中
講
座
」を
開
催

　

人
と
静
物
の
組
み
合
わ
せ
を
、
３
日
間

集
中
で
描
く
講
座
で
す
。

期
間
▼
９
月
16
日（
金
）
～
18
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
中
央
公
民
館

定
員
▼
15
人
程
度（
最
少
催
行
人
数
10
人
）

受
講
料
▼
４
３
０
０
円
／
人

・

９
月
10
日（
土
）ま
で
に
、
東
海
駅

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
管
理
室（
☎
287
局

３
６
８
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
３
日（
土
）

時
間
▼
午
前
６
時
出
発（
午
前
５
時
50
分

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
集
合
）

場
所
▼
切き

り
こ
み
こ

込
湖･

刈か
り
こ
み
こ

込
湖（
栃
木
県
日
光
市
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）ま
た
は
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
会

員
で
18
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
40
人

内
容
▼
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
者
に
親

し
ま
れ
て
い
る
本
格
的
な
コ
ー
ス
で

「
切
込
湖･

刈
込
湖
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
開
催

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

期
日
▼
８
月
25
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時（
受
け
付
け
は

午
前
９
時
30
分
か
ら
）※
雨
天
時
は
中

「
青
空
保
育
」を
実
施

「
東
海
村
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
」を
開
催

　

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
み
ん

な
で
一
緒
に
季
節
の
遊
び
を
し
て
、
楽
し

く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
９
月
13
日（
火
）か
ら
平
成
24
年
３

月
13
日（
火
）ま
で
の
第
２
火
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
２･

３
歳
児
と
そ
の

保
護
者

定
員
▼
15
組 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
を
利
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

・

９
月
５
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
住
所･
親
子
の
氏

名（
ふ
り
が
な
）･

子
ど
も
の
年
齢･
電

話
番
号
を
明
記
）で
、
東
海
村
社
会
福

祉
協
議
会（
☎
282
局
４
５
９
９ 

282
局

４
６
５
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
演
劇
で
わ
か
る
成
年
後
見
制
度

講
座
＆
個
別
相
談
会｣

を
開
催

　
「
成
年
後
見
制
度
」に
つ
い
て
演
劇
で
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
講
座
と
、
講
座
参
加
者

を
対
象
と
し
た
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
▼
９
月
17
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分

～
３
時
35
分（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
先
着
１
２
０
人

参
加
費
▼
無
料

・

９
月
14
日（
水
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
個
別
相
談

を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て

福
祉

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

期
日
▼
８
月
26
日（
金
）

時
間
▼
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
午
後
０
時
15
分
～
１
時
30
分
を
除
く
）

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店

持
参
す
る
も
の
▼
▽
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
過
去
の
献

血
で
、
本
人
確
認
が
済
ん
で
い
な
い
方

の
み
）▽
献
血
手
帳･

献
血
カ
ー
ド（
お

持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

　

地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
の

保
護
を
目
的
と
し
て
、
県
の
文
化
財
保
護

指
導
委
員
が
村
内
の
遺
跡
を
巡
視
し
ま
す

の
で
、
土
地
の
立
ち
入
り
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

村
内
の
文
化
財
を
巡
視
し
ま
す

止
し
ま
す
。

集
合
場
所
▼
笠
松
運
動
公
園（
水
の
広
場
）

内
容
▼
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が

ら
、育
児
に
携
わ
る
仲
間
と
交
流
し
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
当
日
は
、
帽
子
や
飲
み
物
、

タ
オ
ル
を
持
参
の
上
、
水
遊
び
が
で
き

る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▽
６

月
25
日
発
行
の「
広
報
と
う
か
い
」（
９

ペ
ー
ジ
）に
掲
載
し
た「
青
空
保
育
」の

集
合
場
所
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

（
☎
287
局
７
１
１
１
）※
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

す
。
険
し
い
箇
所
は
少
な
く
、
初
心
者

の
方
で
も
楽
し
め
ま
す（
所
要
時
間
約

３
時
間
30
分
）。

参
加
費
▼
一
般
…
４
５
０
０
円
／
人　

会

員
…
２
５
０
０
円
／
人

８
月
17
日（
水
）か
ら
28
日（
日
）ま
で

（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総
合

体
育
館
内 

☎
297
局
４
３
７
０
）
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

小
美
玉
市
●
小
美
玉
市
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

家
族
で
一
日
中
楽
し
め
る
小
美
玉
市
の

夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
祭
り
で
す
。

期
日
▼
８
月
27
日（
土
）※
雨
天
時
は
８
月

28
日（
日
）に
順
延
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
９
時

場
所
▼
小
美
玉
市
希
望
ヶ
丘
公
園（
小
美

玉
市
中
台
４
１
８
）

内
容
▼
小
学
生
や
郷
土
芸
能
保
存
会
に

よ
る「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ⅰ
ス
テ
ー
ジ
」、
約

２
０
０
０
人
で
に
ぎ
わ
う｢

豊
年
踊
り

大
会
」、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る「
花
火
大

会
」等

小
美
玉
市
地
域
振
興
課（
☎
０
２
９
９

‐
４
８
‐
１
１
１
１
）

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
21
歳
未
満（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
１
次
試
験 

推
薦
…
９
月
24

日（
土
）･

25
日（
日
）　

一
般
…
11
月
５

日（
土
）･

６
日（
日
）　

２
次
試
験（
一
般

の
み
） 

12
月
13
日（
火
）か
ら
17
日（
土
）

ま
で
の
指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
推
薦
…
11
月
１
日（
火
）　

一

般
…
平
成
24
年
１
月
24
日（
火
）

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
21
歳
未
満（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
１
次
試
験
…
10
月
29
日（
土
）

･

30
日（
日
）　

２
次
試
験
…
12
月
７
日

（
水
）か
ら
９
日（
金
）ま
で
の
指
定
す
る

１
日

合
格
発
表
▼
平
成
24
年
２
月
９
日（
木
）

【
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
24
歳
未
満（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
１
次
試
験
…
10
月
22
日（
土
）

２
次
試
験
…
11
月
19
日（
土
）･

20
日

募 集

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

そ
の
他

「
東
海
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減

免
認
可
団
体
証
」の
有
効
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

村
で
は
、
平
成
20
年
１
月
以
降
に
郵
送
し

た
、「
東
海
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用

料
減
免
認
可
団
体
証
」の
有
効
期
間（「
東
海

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減
免
決

定
通
知
書
」の
免
除
期
間
）を
延
長
し
ま
す
。

有
効
期
間
▼
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

そ
の
他
▼
原
則
、
９
月
30
日（
金
）ま
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
、

延
長
後
の
有
効
年
月
日
が
記
載
さ
れ
た

シ
ー
ル
を
受
け
取
り
、「
東
海
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減
免
認
可
団

体
証
」に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
２
７
２
）

（
日
）の
指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）

【
受
付
期
間
】

　

９
月
５
日（
月
）
～
９
月
30
日（
金
）　

※
防
衛
大
学
校
学
生
の
推
薦
を
申
し
込
む

方
は
、９
月
８
日（
木
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

【

・

】

　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸
募

集
案
内
所（
☎
226
局
９
２
９
４ 

hq1-
ibaraki@

pco.m
od.go.jp 

http://
w
w
w
.m
od.go.jp/pco/ibaraki/

）
ま
た

は
東
海
村
総
務
課（
内
線
１
３
１
３
）

募 集

「
東
海
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
」会
員
募
集

　

無
理
な
く
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
を
行
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。
見
学･

体
験

入
会
も
で
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

活
動
日
▼
月
曜
日（
月
３
回
程
度
）

時
間
▼
午
後
６
時
45
分
～
８
時

場
所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
▼
３
０
０
０
円
／
月

・

田
中
ま
ゆ
み
さ
ん（
☎
０
９
０
‐

４
３
８
１
‐
０
６
９
４
）※
午
後
５
時

以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募 集

「
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ（
ズ
ン
バ
）」会
員

募
集

　

ラ
テ
ン
系
を
中
心
と
し
た
音
楽
で
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日
▼
毎
週
金
曜
日

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
遺
跡
▼
荒
谷･

作
内
遺
跡（
村
松
）、

滝
坂
Ｂ
遺
跡（
村
松
）、平
原
北
遺
跡（
村

松
）、
部
原
古
墳
北
遺
跡（
須
和
間
）、

柳
井
戸
遺
跡（
須
和
間
）、宮
前
遺
跡（
須

和
間
）

巡
視
時
期
▼
第
１
回
…
８
月　

第
２
回
…

９
月
～
11
月　

第
３
回
…
12
月
～
平
成

24
年
２
月

社
会
教
育
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
３
）

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
月

・

山
田
清さ

や

か圭
さ
ん（
☎
０
８
０
‐

１
０
８
１
‐
９
４
５
５
）

　

茨
城
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合･

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ッ
ト（
５
０
０
円
以
上
／
人
）を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
８
月
23
日（
火
）

「
24
時
間
テ
レ
ビ･

愛
は
地
球
を

救
う
」チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

安
武
明
さ
ん（
☎
０
９
０
‐
８
７
２
８

‐
８
０
２
１
）
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夢は…。“サッカー選手”
照沼小学校６年●鈴

す ず き

木竣
しゅんすけ

介
　僕の将来の夢はサッカー選手になることです。
　そう思うようになったのは、父がきっかけでした。
それは、僕がまだ幼いころ、父はサッカークラブのコー
チをしていました。その姿を見て、とてもかっこよく、
一緒にプレーできたらきっと楽しいだろうなと思った
からです。
　現在、僕はサッカークラブに入ってプレーしていま
す。監督からは、「サッカーは、サッカーに関する勉
強だけでは一流になれない」とよく言われます。
　中学校に進級しても、僕はサッカーを続けたいので、
たくさんのことを勉強していきたいと思います。楽し
さだけではなく、厳しさも学び、それに負けない体力
もしっかりとつけていきたいと思います。もちろん試
合では全力で頑張って、良い結果が残せるようにして
いきたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-125

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
８
月
10
日
号

あ
お
い（
４
歳
）と
颯そ

う

た太（
３
歳
）は
、

私
た
ち
両
親
の
こ
と
を“
と
ー
ち
ゃ
ん
、

か
ー
ち
ゃ
ん
”と
呼
ん
で
い
ま
す
。“
パ

パ
”と
呼
ぶ
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
か
ら

“
と
ー
ち
ゃ
ん
”―
―
私
も
統
一
し
て
か

“
マ
マ
”や“
お
か
あ
さ
ん
”で
は
な
く

“
か
ー
ち
ゃ
ん
”で
す
。

普
段
、
２
人
は
保
育
所
に
通
い
、
頼

れ
る
先
生
と
た
く
さ
ん
の
友
達
に
囲
ま

れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
生
活
は

子
ど
も
に
と
っ
て
も
親
に
と
っ
て
も
良

い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
着

替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
こ
ぼ

さ
ず
上
手
に
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
オ
ム
ツ
か
ら
パ
ン
ツ
へ

の
練
習
で
は
、失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
で
き
て
い
た
り
と
、
ほ

ぼ
任
せ
っ
き
り
で
し
た
。

最
近
は
水
遊
び
や
プ
ー
ル
を
楽
し
み

に
保
育
所
に
行
き
ま
す
。
水
遊
び
は
パ

ン
ツ
で
行
う
の
で
、
朝
は
白
か
っ
た
パ

ン
ツ
が
帰
り
に
は
泥
で
遊
ん
だ
形
跡
の

色
に
染
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

プ
ー
ル
の
日
は「
水
の
中
で
目
を
開
け

ら
れ
た
よ
」と
報
告
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、「
今
日
の
お
や
つ
は
ス

イ
カ
だ
っ
た
よ
」な
ど
、
保
育
所
で
の
様

子
も
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
ま
す
。

子
育
て
に
積
極
的
な
と
ー
ち
ゃ
ん
で

す
が
自
営
業
の
た
め
帰
り
が
遅
く
、
休

日
以
外
は
保
育
所
か
ら
帰
る
と
３
人
で

過
ご
し
ま
す
。
怒
り
っ
ぽ
い
私
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
生
活
し
て
い
る
の
で「
早

く
し
て
」、「
自
分
で
や
っ
て
」と
突
き
放

し
、
２
人
に
は
窮
屈
な
思
い
を
さ
せ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、と
ー
ち
ゃ

ん
へ
の
当
た
り
が
強
く
、
私
に
対
す
る

ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
を
見
る
と
、
ま
た
言
い
過
ぎ
た
と

反
省
す
る
日
々
の
繰
り
返
し
で
す
。

「
子
ど
も
が
子
ど
も
を
育
て
て
ど
う

す
る
の
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
通
り
で
、
私
が
大
人
に
な
り

き
れ
ず
に
い
る
親
な
の
で
、
周
り
の
協

力
無
し
で
は
私
の
子
育
て
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
夫
婦
と
も
実
家
が
村
内
に
あ

る
の
で
頻
繁
に
行
き
来
し
て
親
を
頼
り

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
お
い
と
颯

太
の
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
る
の
が
わ
が
家

の
願
い
で
す
。
い
つ
か
競
走
し
て
負
け

る
の
だ
ろ
う
な
…
あ
お
い
、
颯
太
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

鈴す

ず

き木 

美み

か香
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ちびっこ
美術館

動物園
親子遠足で上野動物園に行った時

の絵を描いてくれた友花ちゃん（６
歳）。「ヤギやレッサーパンダがいた！」
と言う友花ちゃんの一番のお気に入
りはパンダ――「笹をいっぱい食べて
たよ！」と元気に話してくれました。

ちゃん
●秋

あ き や ま

山友
と も か

花
おおぞら
保育園


